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【評価コメント】 
 

いくつかの脳組織における遺伝子発現制御領域(ノンコーディング領域)のCNVが精神疾患発症

に寄与していることや、同領域に存在するCNVと生物学的パスウェイと関連性が示唆され、計画通

りかつより効果的に研究が進んでいる。臨床応用などへの対応も現実的な形で検討されている。一

方で、精神疾患発症リスク予測モデルの結果をみると、感度が低すぎるため、rareCNV を用いた精

神疾患発症リスク予測モデルの社会実装に関しては再考を要する。予算を加味した上で、ノンコー

ディング領域に注目するのであれば miRNA などを含む non-coding RNA 解析、NGS データを用いた

CNV解析についてはシークエンスの深度と解析に用いる手法の各検討が重要であろう。 
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